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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　硬貨が入金される入金口、硬貨を搬送する搬送部、および装着部を有する本体ユニット
と、
　前記装着部に着脱可能に装着され、前記入金口から投入されて前記搬送部により送り込
まれる硬貨を収納するとともに収納された硬貨を前記搬送部に繰り出す収納繰出ユニット
と、
　前記装着部に装着された前記収納繰出ユニットを固定する固定手段と、
　前記固定手段による前記収納繰出ユニットの固定および固定解除を操作する操作手段と
、を備え、
　前記収納繰出ユニットは、硬貨を収納する収納部と、回転によって前記収納部内の硬貨
を前記搬送部へ繰り出す回転円盤とを含み、
　前記収納部は、上方域に開口部を有し、
　前記収納繰出ユニットが前記装着部に装着されると、前記開口部が前記搬送部につなが
り、前記開口部を通じて前記搬送部から硬貨が前記収納部に送り込まれる、
ことを特徴とする硬貨処理装置。
【請求項２】
　前記収納繰出ユニットは、前記回転円盤との間に前記収納部を形成する筐体と、前記回
転円盤および前記筐体を一体に支持するとともに前記装着部に着脱可能に装着される支持
体とを含む、



(2) JP 5756848 B2 2015.7.29

10

20

30

40

50

ことを特徴とする請求項１記載の硬貨処理装置。
【請求項３】
　前記固定手段は、前記装着部に装着された前記収納繰出ユニットを装着方向に押さえて
固定し、
　前記装着部に前記収納繰出ユニットを装着し、前記固定手段で固定した状態では、前記
回転円盤の硬貨接合面と前記搬送部の搬送面とが一致する、
ことを特徴とする請求項１または２記載の硬貨処理装置。
【請求項４】
　前記固定手段は、前記収納繰出ユニットからの硬貨の繰出位置を固定する、
ことを特徴とする請求項１ないし３いずれか一項記載の硬貨処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、硬貨を処理する硬貨処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、硬貨処理装置としては、銀行などの金融機関に設置され、入金硬貨を出金硬貨と
して循環使用する硬貨入出金装置がある。
【０００３】
　このような硬貨入出金装置では、金種別に硬貨を収納および繰り出す収納繰出部に、様
々な径や厚みの硬貨に対応できる回転円盤を用いた構成が知られている。そして、この種
の硬貨入出金装置では、上部が背面側に傾斜するベースの正面側に、硬貨を搬送する搬送
部、および複数の収納繰出部が配設されている。収納繰出部は、上部が背面側に傾斜する
傾斜姿勢で回転する回転円盤、およびこの回転円盤の正面側との間に硬貨を収納する収納
部を形成するカバーを有し、回転円盤の回転によって硬貨を搬送部に繰り出すとともに搬
送部から送り込まれる硬貨を収納する。
【０００４】
　この収納繰出部では、回転円盤を回転可能に支持した軸受部品などを複数のねじでベー
スに固定することで、回転円盤がベースに回転可能に取り付けられているとともに、カバ
ーも複数のねじによってベースに固定されている。また、カバーの上面は開口され、上方
から収納部内に手を差し込むことにより硬貨詰まりの解消などの操作が可能になっている
。また、回転円盤で繰り出せない収納部内の異物の排出や硬貨の回収のために、カバーの
下部が開放可能となっているものもある（例えば、特許文献１参照。）。
【０００５】
　ところで、収納繰出部では、回転円盤の回転によって、収納部内の下部の硬貨を掻き上
げて搬送部に繰り出すが、まれに、収納部内の硬貨が押し合い、硬貨を繰り出すことがで
きなくなる硬貨詰まりが発生することがある。この収納繰出部で硬貨詰まりが発生したと
きには、カバーの上面の開口から収納部内に手を差し込んで詰まりの生じた硬貨を操作す
る必要があり、特に収納部内の硬貨の収納量が多い場合などには、硬貨詰まりを容易に解
消することができない問題がある。また、カバーの下部が開放可能となっているものもあ
るが、仮に、カバーの下部を開放して硬貨を放出した場合には、硬貨詰まりが解消されて
も、収納部内の全ての硬貨を回収してしまうことになるので、硬貨詰まりの解消には利用
できない。
【０００６】
　また、回転円盤の回転不良や変形などの故障により交換が必要となった場合、ベースに
対して、回転円盤やこの回転円盤の交換に際して必要な部品を分解し、交換後に再度組み
立てる必要があり、メンテナンスを容易にできない問題がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
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【特許文献１】国際公開第２００７／０３４６９９号（第１１－１４頁、第３３－３４頁
、図１－２、図１６）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、硬貨詰まりの解除やメンテナンスを容易にできる硬貨処理装置を提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の主たる態様は、硬貨処理装置に関する。この態様に係る硬貨処理装置は、硬貨
が入金される入金口、硬貨を搬送する搬送部、および装着部を有する本体ユニットと、前
記装着部に着脱可能に装着され、前記入金口から投入されて前記搬送部により送り込まれ
る硬貨を収納するとともに収納された硬貨を前記搬送部に繰り出す収納繰出ユニットと、
前記装着部に装着された前記収納繰出ユニットを固定する固定手段と、前記固定手段によ
る前記収納繰出ユニットの固定および固定解除を操作する操作手段と、を備える。前記収
納繰出ユニットは、硬貨を収納する収納部と、回転によって前記収納部内の硬貨を前記搬
送部へ繰り出す回転円盤とを含む。前記収納部は、上方域に開口部を有し、前記収納繰出
ユニットが前記装着部に装着されると、前記開口部が前記搬送部につながり、前記開口部
を通じて前記搬送部から硬貨が前記収納部に送り込まれる。
【００１１】
　この場合、前記収納繰出ユニットは、前記回転円盤との間に前記収納部を形成する筺体
と、前記回転円盤および前記筺体を一体に支持するとともに前記装着部に着脱可能に装着
される支持体とを含む構成とされ得る。
【００１２】
　さらにこの場合、前記固定手段は、前記装着部に装着された前記収納繰出ユニットを装
着方向に押さえて固定する構成とされ得る。この場合、前記装着部に前記収納繰出ユニッ
トを装着し、前記固定手段で固定した状態では、前記回転円盤の硬貨接合面と前記搬送部
の搬送面とが一致する。
【００１３】
　さらに、本態様に係る硬貨処理装置において、前記固定手段は、前記収納繰出ユニット
からの硬貨の繰出位置を固定する構成とされ得る。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の硬貨処理装置によれば、収納繰出ユニットを本体ユニットの装着部に着脱でき
るため、収納繰出ユニットを本体ユニットから容易に取り外すことができて、硬貨詰まり
の解除やメンテナンスを容易にできる。さらに、操作手段の操作により、収納繰出ユニッ
トの固定および固定解除を容易にできる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の一実施の形態を示す硬貨処理装置の収納繰出ユニットを取り外した斜視
図である。
【図２】同上硬貨処理装置の収納繰出ユニットを取り付けた斜視図である。
【図３】同上硬貨処理装置の装着部および収納繰出ユニットを正面側から見た一部の斜視
図である。
【図４】同上装着部および収納繰出ユニットを背面側から見た一部の斜視図である。
【図５】同上収納繰出ユニットの正面側から見た斜視図である。
【図６】同上収納繰出ユニットの背面側から見た斜視図である。
【図７】同上収納繰出ユニットのカバーを外して正面側から見た斜視図ある。
【図８】同上硬貨処理装置の一部を省略した構成図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１６】
　以下、本発明の一実施の形態を、図面を参照して説明する。
【００１７】
　図８に示すように、硬貨処理装置11としては、硬貨の入金および出金する硬貨入出金機
を示す。この硬貨処理装置11は、機体12を有し、この機体12の上部前側（図１左側が前面
）には、硬貨を入金する入金口および硬貨を出金する出金口として機能する取引口13が形
成されている。この取引口13には、図示しないシャッタが開閉可能に配置されている。
【００１８】
　取引口13の下側には、硬貨を受け入れて貯留する受入部14が形成されている。この受入
部14には、機体12外から取引口13に投入される入金硬貨などを受け入れたり、機体12内か
ら取引口13に払い出される出金硬貨や返却硬貨などを受け入れる。この受入部14は、底面
の一部が開閉可能で、その開放により硬貨を下方へ放出可能としている。
【００１９】
　また、図１、図２および図８に示すように、機体12内の上部側には、上部が背面側に傾
斜する（機体12の前面から見て鉛直方向に対して上部が左側に傾斜する）板状のベース16
が配置され、このベース16の正面側に、硬貨を１枚ずつ分離した状態で搬送する搬送部17
が配設されている。この搬送部17は、硬貨が移動する搬送路18、およびこの搬送路18に沿
って移動するように複数のプーリ19によって張設された搬送体としての搬送ベルト20を備
えている。搬送路18は、ベース16の正面側に配設される通路構成部材21によって、ベース
16の正面に対して所定の高さ位置に形成されている。搬送ベルト20は、搬送路18との間に
硬貨を受け入れ可能とする間隔をあけた状態に複数のプーリ19によって張設され、搬送路
18に対向する面にはベルト長手方向に沿って所定間隔毎に硬貨保持部としての突起22が突
設されている。そして、搬送路18と搬送ベルト20との間でかつベルト長手方向に隣り合う
突起22間に硬貨を１枚ずつ受け入れて搬送するように構成されている。
【００２０】
　搬送部17には、機体12の前後方向に設けられる第１の搬送部17a、この第１の搬送部17a
の上方位置で前後方向に設けられる第２の搬送部17b、およびこれら第１の搬送部17aと第
２の搬送部17bとの後端間を接続する第３の搬送部17cが設けられている。以下、第２の搬
送部17bから第３の搬送部17cおよび第１の搬送部17aへ向けて硬貨を搬送する方向を入金
搬送方向F1と呼び、逆に、第１の搬送部17aから第３の搬送部17cおよび第２の搬送部17b
へ向けて硬貨を搬送する方向を出金搬送方向F2と呼ぶ。
【００２１】
　第２の搬送部17bの前端には、ベース16に対して脱着式とする搬送路ユニット23が接続
されている。この搬送路ユニット23により、搬送路18を上方へ向けて屈曲させて受入部14
（取引口13）に接続させ、この搬送路ユニット23が備えた搬送機構によって第２の搬送部
17bの前端に搬送した硬貨を受入部14（取引口13）に送り込むように構成されている。な
お、屈曲した搬送路ユニット23は、本実施の形態の硬貨処理装置11のように、機体12の上
部に取引口13および受入部14が配設される場合に用いられるが、機体12の前部に取引口13
および受入部14が配設される場合には直線状の搬送路ユニットが用いられ、第２の搬送部
17bの前端に搬送した硬貨が直線状の搬送路ユニットを経由して受入部14（取引口13）に
直線的に送り込まれるように構成される。
【００２２】
　ベース16の正面側には、第１の搬送部17aの前端位置に接続される繰出部25が配設され
、第１の搬送部17aの繰出部25より後側位置および第２の搬送部17bにそれぞれ接続される
複数の金種別収納繰出部26が配設され、第２の搬送部17bの金種別収納繰出部26より前側
位置に接続される一時保留部27が配設されている。これら繰出部25、金種別収納繰出部26
および一時保留部27は、硬貨を収納するとともに、収納している硬貨を１枚ずつ搬送部17
に繰り出すように構成されている。
【００２３】
　搬送部17の搬送路18には、搬送部17内を搬送する硬貨のうち、該当する硬貨を搬送部17
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から繰出部25、金種別収納繰出部26および一時保留部27にそれぞれ振り分けて収納させる
振分機構28が配設されている。この振分機構28は、例えば、振分部材をソレノイドの駆動
によって搬送部17に対して進退移動させることにより、搬送部17内を搬送する硬貨を繰出
部25、金種別収納繰出部26および一時保留部27にそれぞれ振り分けたり、搬送部17の搬送
方向下流側に通過させるように構成されている。
【００２４】
　また、第２の搬送部17bの金種別収納繰出部26と一時保留部27との間に、搬送する硬貨
の少なくとも金種、真偽、正損などを識別し、受入可否や出金可否を判断する識別部31が
配設されている。
【００２５】
　繰出部25は、受入部14より下方に位置し、受入部14から放出される硬貨が図示しないシ
ュートによって導かれるように構成されている。この繰出部25では、入金硬貨と一緒に投
入された異物を排出し、機体12の前面に設けられた返却口32へ返却可能とする。
【００２６】
　また、金種別収納繰出部26については、それぞれ独立した収納繰出ユニット35によって
構成されている。ベース16の正面側には、金種別収納繰出部26の配設位置に対応して、収
納繰出ユニット35が着脱可能に装着される装着部36が形成されている。なお、本実施の形
態では、繰出部25および一時保留部27は、ベース16に対して着脱する構成を採用していな
いが、これら繰出部25および一時保留部27についても金種別収納繰出部26と同様に、ベー
ス16に対して着脱可能とする収納繰出ユニット35で構成してもよい。
【００２７】
　そして、ベース16と、このベース16に配設される搬送部17、搬送路ユニット23、繰出部
25、一時保留部27、振分機構28および装着部36などとによって本体ユニット37が構成され
ている。
【００２８】
　次に、図５ないし図７において、収納繰出ユニット35について説明する。
【００２９】
　この収納繰出ユニット35は、装着状態でベース16の正面側に平行となるように上部が背
面側に傾斜する傾斜姿勢で回転する回転円盤40、この回転円盤40の正面側との間に硬貨を
収納する収納部41を形成するカバー42、回転円盤40の正面側上部域に対向配置されて回転
円盤40と搬送部17との間で硬貨の搬送をガイドする搬送ガイド43、回転円盤40を回転駆動
するモータ44、このモータ44に給電するためのコネクタ45、およびこれらを支持する支持
体46などを備え、この支持体46によってベース16の装着部36に着脱可能に装着される。
【００３０】
　回転円盤40は、背面側に突出する回転軸49を中心として回転可能とし、正面の周辺域に
は、直径方向の寸法を硬貨１枚の直径寸法より大きいとともに硬貨２枚分の直径寸法より
小さい寸法として硬貨の硬貨面が接合可能とする硬貨接合面50が形成されている。この硬
貨接合面50には、硬貨接合面50に硬貨面が接合する硬貨を１枚のみ拾い上げる拾上げ部材
51が、径方向に複数個ずつで、円周方向に硬貨径より大きい所定のピッチで配置されてい
る。さらに、回転円盤40の正面には、硬貨接合面50の内周側に環状の溝部52が形成され、
この溝部52の内周側に拾上げ部材51との間で硬貨接合面50に硬貨面が接合する硬貨を１枚
のみ支持する硬貨支持部53が形成されている。そして、回転円盤40が繰出回転方向（図７
反時計回り方向）へ回転することにより、拾上げ部材51が硬貨支持部53との間に硬貨を１
枚ずつ保持して回転円盤40の上部域に拾い上げ、回転円盤40の上部域に配置されている搬
送ガイド43に受け渡すとともに搬送部17へ向けて押し出すように構成されている。
【００３１】
　回転円盤40の硬貨接合面50には、各拾上げ部材51の位置に対応して複数のセンサ用孔部
54が形成されている。
【００３２】
　また、カバー42は、透明な樹脂材料によって形成され、回転円盤40の正面側との間に硬



(6) JP 5756848 B2 2015.7.29

10

20

30

40

50

貨を収納する収納部41を形成するとともに回転円盤40を回転可能に囲んで支持体46に取り
付けられている。カバー42の上面には、収納部41の上方域を開口する開口部57が形成され
ている。カバー42の正面上部側には取手用の窪み部42aが形成されており、収納繰出ユニ
ット35を手で持つ場合、例えば、カバー42の窪み部42aに手の親指を掛け、残りの指をカ
バー42の下側に掛けることで、カバー42を介して収納繰出ユニット35を安定して保持でき
、収納繰出ユニット35をベース16に着脱する際にこの収納繰出ユニット35をベース16に対
して垂直な方向に容易に移動させることができ、着脱操作を容易にできる。
【００３３】
　また、搬送ガイド43は、回転円盤40の硬貨接合面50との間に硬貨が入り込まない間隙を
あけて対向した状態で、かつ先端が溝部52に入り込んだ状態で、支持体46に取り付けられ
ている。そして、回転円盤40の拾上げ部材51および硬貨支持部53との間で１枚ずつ拾い上
げてきた硬貨を搬送ガイド43の曲面状の縁部60に受け取って搬送部17へ案内するように構
成されている。
【００３４】
　搬送ガイド43の正面側外縁部には、固定受部としての固定溝部61が形成されている。
【００３５】
　また、支持体46は、その背面側に、回転円盤40の回転軸49を回転可能に支持する軸受部
64、回転円盤40を回転駆動するモータ44が取り付けられるモータ取付台65、モータ44と電
気的に接続されたコネクタ45が取り付けられるコネクタ取付台66がそれぞれ突設されてい
る。
【００３６】
　支持体46の背面は、ベース16の装着部36の正面側に位置決め接合される基準面69として
形成されており、この基準面69の上部域には先細り状のピンで構成される複数の位置決め
突部70が突設され、基準面69の下部域には先端に膨出部71を有する保持突部72が突設され
ている。これら位置決め突部70および保持突部72などは、基準面69に対して垂直方向に向
けて突設されている。
【００３７】
　支持体46の背面には、回転円盤40のセンサ用孔部54の回転域に対向するとともに、セン
サ用孔部54の回転方向の１ピッチ分に対応する２箇所にセンサ用孔部73が形成されている
。
【００３８】
　次に、図１、図３および図４において、収納繰出ユニット35が着脱可能に装着されるベ
ース16の装着部36について説明する。
【００３９】
　このベース16の装着部36は、ベース16の正面が、収納繰出ユニット35の支持体46の基準
面69が互いに接合して位置決めされる基準面81として形成されている。この基準面81には
、収納繰出ユニット35の支持体46の背面から突出する軸受部64、モータ44およびモータ取
付台65、コネクタ45およびコネクタ取付台66、保持突部72などが挿通する挿通開口82が形
成されているとともに、支持体46の背面から突出する各位置決め突部70が挿入される複数
の位置決め孔部83が形成されている。
【００４０】
　ベース16の挿通開口82の一側内縁部に支持片84が折曲形成され、この支持片84に挿通開
口82に挿通された保持突部72の先端の膨出部71が嵌り込んで保持するキャッチ85が取り付
けられている。このキャッチ85は、先端が互いに閉じる方向に付勢された一対のレバー86
、およびこれらレバー86の先端に回転自在に取り付けられたローラ87を有し、これらのロ
ーラ87間に付勢に抗して保持突部72の膨出部71が圧入されるとともにローラ87間を膨出部
71が少し通過した位置で、支持体46の基準面69がベース16の基準面81に接合し、この接合
状態を維持するように支持体46をベース16に引き寄せるように構成されている。そして、
保持突部72とキャッチ85とで、装着部36に装着された収納繰出ユニット35を装着状態に保
持する保持手段88が構成されている。
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【００４１】
　ベース16の装着部36の正面側には、装着部36に装着された収納繰出ユニット35の搬送ガ
イド43の外側方に位置して、装着部36に装着された収納繰出ユニット35を固定する固定手
段90が配設されている。この固定手段90は、ベース16に取り付けられた軸支部材91、この
軸支部材91に回動可能に支持された軸部92、この軸部92から側方に突出する固定部材93を
有している。軸部92の先端には操作手段としての操作レバー94が取り付けられている。そ
して、装着部36に収納繰出ユニット35を装着した状態で、操作レバー94を固定方向（図３
時計回り方向）に回動操作することにより、固定部材93が搬送ガイド43の固定溝部61に係
合し、収納繰出ユニット35をベース16の装着部36に固定する。また、操作レバー94を固定
解除方向（図３反時計回り方向）に回動操作することにより、固定部材93を搬送ガイド43
の固定溝部61から退避させ、収納繰出ユニット35をベース16の装着部36から取り外し可能
とする。このように、装着部36に収納繰出ユニット35を装着し、固定部材93で固定した状
態では、回転円盤40の硬貨接合面50と搬送部17の搬送路18の搬送面とが一致し、回転円盤
40側から搬送部17へ硬貨を繰出可能とする。固定手段90は、回転円盤40からの硬貨の繰出
位置である搬送ガイド43の部分を固定するため、回転円盤40側から搬送部17への硬貨の繰
り出しを確実にできる。
【００４２】
　ベース16の装着部36の上部側には、装着部36に装着された収納繰出ユニット35のカバー
42の開口部57に嵌合し、その開口部57つまり収納部41の上方域を閉塞する本体側カバー96
が取り付けられている。
【００４３】
　ベース16の背面にはブラケット98が取り付けられ、このブラケット98にはコネクタ45と
接続されてモータ44に給電するコネクタ部99が取り付けられている。コネクタ45とコネク
タ部99とは、装着部36に着脱される収納繰出ユニット35の着脱方向に対応して互いに接続
可能に対向され、その装着部36に着脱される収納繰出ユニット35の着脱方向への移動に伴
って自動的に着脱されるように構成されている。なお、コネクタ45とコネクタ部99とは、
一方が雄形で、他方が雌形となるが、いずれが雄形でも雌形であってもよい。
【００４４】
　ベース16の装着部36には、支持体46の２箇所のセンサ用孔部73に対向する２箇所にセン
サ用孔部101が形成され、装着部36の背面側に各センサ用孔部101を通じて収納繰出ユニッ
ト35の収納部41内の硬貨を検知する残留検知センサである硬貨検知センサ102の発光部102
aおよび受光部102bが配設されている。この硬貨検知センサ102は、センサ用孔部101を通
じて収納繰出ユニット35の収納部41内へ向けて検知光を出射する発光部102a、および収納
繰出ユニット35の収納部41側からセンサ用孔部101を通じて入射する検知光を受光する受
光部102bを有しているとともに、収納繰出ユニット35のカバー42に取り付けられていて発
光部102aからの検知光を入射して受光部102bへ向けて出射させるプリズム102c（図５参照
）を有している。
【００４５】
　そして、回転円盤40の２箇所のセンサ用孔部54と支持体46の２箇所のセンサ用孔部73お
よびベース16の２箇所のセンサ用孔部101とが対向するときにおいて、収納部41内に硬貨
が無ければ、発光部102aから出射した検知光をプリズム102cを通じて受光部102bで受光し
、硬貨検知センサ102は透光状態となり、収納部41内に存在する硬貨で検知光が遮られれ
ば、硬貨検知センサ102は遮光状態となる。また、回転円盤40の２箇所のセンサ用孔部54
と支持体46の２箇所のセンサ用孔部73およびベース16の２箇所のセンサ用孔部101とが対
向しないときにも、硬貨検知センサ102は遮光状態となる。そして、回転円盤40には図示
しないロータリーエンコーダが接続されており、出力されるパルスを計数することにより
、回転円盤40の２箇所のセンサ用孔部54の位置を知ることができるため、透光タイミング
を知ることができ、この透光タイミングで透光状態にあるか遮光状態にあるかを判定する
ことで、硬貨検知センサ102で硬貨の有無を検知できる。
【００４６】



(8) JP 5756848 B2 2015.7.29

10

20

30

40

50

　また、図１および図２に示すように、装着部36に装着された収納繰出ユニット35を固定
状態で施錠する施錠手段104を備えている。この施錠手段104は、ベース16に取り付けられ
たシリンダ錠105、このシリンダ錠105に着脱可能で施錠解錠操作する鍵106、およびシリ
ンダ錠105の施錠解錠に伴って装着部36に装着された収納繰出ユニット35を固定状態で施
錠解錠する図示しない施錠機構を備えている。施錠機構は、例えば、シリンダ錠105の施
錠解錠に伴って動作するリンク機構を有し、このリンク機構を介して固定手段90の固定部
材93を固定位置に保持したり、装着部36に装着された収納繰出ユニット35を直接固定する
。なお、鍵106は、権限を有する管理者が保有して管理するか、鍵管理機などで管理する
。
【００４７】
　なお、図２に示すように、各収納繰出ユニット35のカバー42は、場所によって多少形状
が異なっているが、機能的には変わりがない。
【００４８】
　また、図１および図２に示すように、繰出部25および一時保留部27は、金種別収納繰出
部26の収納繰出ユニット35と同様の回転円盤40、収納部41およびカバー42などを備え、硬
貨の収納および硬貨の繰り出しを可能とする。繰出部25のカバー42の上面は開口され、受
入部14から放出される硬貨をシュートを通じて受け入れ可能とし、また、一時保留部27の
カバー42の上面も開口され、上方からの硬貨の受け入れを可能とする。なお、本実施の形
態では、繰出部25および一時保留部27は、ベース16に対して着脱可能とする収納繰出ユニ
ット35を採用していないが、収納繰出ユニット35を採用してもよい。
【００４９】
　また、図８に示すように、機体12内の下部には、金種別収納繰出部26に収納しきれない
オーバーフロー硬貨を収納するオーバーフロースタッカ111が配置されているとともに、
補充硬貨や回収硬貨を収納する硬貨カセット112が配置されている。オーバーフロースタ
ッカ111と硬貨カセット112との間には、これらオーバーフロースタッカ111よび硬貨カセ
ット112から繰り出される硬貨を上方の一時保留部27に搬送する搬送機構113が配置されて
いる。この搬送機構113で搬送する硬貨が、一時保留部27のカバー42の上面開口から収納
部41内に送り込まれる。
【００５０】
　オーバーフロースタッカ111には、硬貨を搬送機構113に繰り出すベルト114、および受
入部14内の取り忘れ硬貨を回収する回収カセット115が配設されている。硬貨カセット112
には、硬貨を搬送機構113に繰り出すベルト116、およびリジェクト硬貨を回収するリジェ
クトボックス117が配設されている。
【００５１】
　第１の搬送部17aには、オーバーフロー硬貨をオーバーフロースタッカ111に分岐する分
岐部118、取り忘れ硬貨を回収カセット115に分岐する分岐部119、リジェクト硬貨をリジ
ェクトボックス117に分岐する分岐部120、および回収硬貨を硬貨カセット112に分岐する
分岐部121が設けられている。
【００５２】
　次に、硬貨処理装置11の動作を説明する。
【００５３】
　まず、硬貨処理装置11の全体の処理動作について説明する。
【００５４】
　入金処理時には、取引口13のシャッタを開き、取引口13から投入される硬貨を受入部14
に受け入れ、取引口13のシャッタを閉じた後、受入部14内の硬貨を下方の繰出部25に放出
する。
【００５５】
　繰出部25内の硬貨を、搬送部17に繰り出し、搬送部17で出金搬送方向F2へ向けて搬送し
、識別部31で識別する。受入可と識別された硬貨は、搬送部17から一時保留部27に振り分
けて保留する。受入不可と識別された硬貨は、搬送部17から受入部14へ送り込み、取引口



(9) JP 5756848 B2 2015.7.29

10

20

30

40

50

13のシャッタの開放により受入部14から取出可能とする。
【００５６】
　取引口13に投入された全ての硬貨の保留または返却までの処理が完了した後、入金が承
認されれば、一時保留部27内の硬貨を金種別収納繰出部26に収納し、また、キャンセルさ
れれば、一時保留部27内の硬貨を返却する。
【００５７】
　すなわち、入金が承認された場合には、一時保留部27内の硬貨を、搬送部17に繰り出し
、搬送部17で入金搬送方向F1へ向けて搬送し、識別部31で識別し、識別結果に基づいて該
当する金種の金種別収納繰出部26に振り分けて収納する。金種別収納繰出部26が満杯とな
った金種の硬貨は、金種別収納繰出部26に収納せず、搬送部17から分岐部118で分岐して
オーバーフロースタッカ111に収納する。
【００５８】
　キャンセルされた場合には、一時保留部27内の硬貨を、搬送部17に繰り出し、搬送部17
で入金搬送方向F1に搬送し、繰出部25に収納する。一時保留部27内の全ての硬貨を繰出部
25に移動させた後、繰出部25内の硬貨を、搬送部17に繰り出し、搬送部17で出金搬送方向
F2へ向けて搬送し、搬送部17から受入部14に送り込む。取引口13のシャッタの開放により
、受入部14内から硬貨を取出可能とする。
【００５９】
　また、出金処理時には、出金する金種の金種別収納繰出部26内の硬貨を、搬送部17に繰
り出し、搬送部17で出金搬送方向F2に搬送し、識別部31で識別する。出金可と識別された
硬貨は、搬送部17から受入部14に送り込み、また、出金不可と識別された硬貨は、搬送部
17から一時保留部27に振り分けて保留する。
【００６０】
　出金不可と識別された硬貨が一時保留部27に送り込まれた場合には、金種別収納繰出部
26からの硬貨の繰り出しを完了し、出金分の硬貨が受入部14に送り込まれた後、一時保留
部27内の硬貨を、搬送部17に繰り出し、搬送部17で入金搬送方向F1に搬送し、識別部31で
識別し、再識別によって出金可と識別された硬貨は該当する金種別収納繰出部26に収納し
、再識別でも出金不可と識別された硬貨は搬送部17の分岐部120で分岐してリジェクトボ
ックス117に収納する。
【００６１】
　出金分の硬貨を受入部14に送り込んだら、取引口13のシャッタの開放により、受入部14
から硬貨を取出可能とする。
【００６２】
　取引口13のシャッタを開放してから所定時間経過しても、受入部14上に硬貨を残留して
いることをセンサで検知している場合には、取り忘れ硬貨であると判断し、その取り忘れ
硬貨を回収する。すなわち、取引口13のシャッタを閉じた後、受入部14内の取り忘れ硬貨
を下方の繰出部25に放出する。繰出部25内の取り忘れ硬貨を、搬送部17に繰り出し、搬送
部17で出金搬送方向F2へ向けて搬送し、識別部31で識別した後に一時保留部27に一時保留
し、この取り忘れ硬貨の金種および枚数を確認した後、一時保留部27から搬送部17へ硬貨
を繰り出し、搬送部17の分岐部119で分岐して回収カセット115に収納する。
【００６３】
　また、補充処理時には、オーバーフロースタッカ111または硬貨カセット112に収納され
ている硬貨を、搬送機構113に繰り出し、搬送機構113で一時保留部27に搬送する。一時保
留部27内の硬貨を、搬送部17に繰り出し、搬送部17で入金搬送方向F1へ向けて搬送し、識
別部31で識別し、識別結果に基づいて該当する金種の金種別収納繰出部26に振り分けて収
納する。金種別収納繰出部26が満杯となった金種の硬貨は、金種別収納繰出部26に収納せ
ず、搬送部17から分岐部118で分岐してオーバーフロースタッカ111に収納する。
【００６４】
　次に、収納繰出ユニット35の取り外しについて説明する。
【００６５】
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　図２において、鍵106をシリンダ錠105に差し込み、鍵106でシリンダ錠105を解錠操作し
、収納繰出ユニット35を解錠する。
【００６６】
　取り外す収納繰出ユニット35に対応した操作レバー94を固定解除方向に回動して、固定
部材93を収納繰出ユニット35の搬送ガイド43の固定溝部61から退避させ（図３参照）、収
納繰出ユニット35の固定を解除する。
【００６７】
　固定解除した収納繰出ユニット35をベース16の正面に垂直な方向に引っ張ることにより
、収納繰出ユニット35の保持突部72がベース16のキャッチ85から外れるとともに、コネク
タ45がコネクタ部99から外れ（図４参照）、収納繰出ユニット35をベース16の装着部36か
ら取り外すことができる（図１参照）。
【００６８】
　取り外した収納繰出ユニット35は、本体側カバー96で閉塞されていた収納部41の上面が
開口される。
【００６９】
　そして、取り外した収納繰出ユニット35が、硬貨詰まりの発生していた収納繰出ユニッ
ト35であれば、トレイなどの容器上で収納繰出ユニット35の上下を逆にし、カバー42の上
面開口部分から収納部41内の硬貨を容器に排出させることにより、硬貨詰まりを容易に解
消できる。硬貨詰まりの解消後には、容器に排出した硬貨を収納部41内に戻し、収納繰出
ユニット35をベース16の装着部36に再装着して戻す。あるいは、取り外した収納繰出ユニ
ット35が、回転円盤40の回転不良や変形などの故障した収納繰出ユニット35であれば、正
常な収納繰出ユニット35に交換する。
【００７０】
　また、収納繰出ユニット35を取り外すことにより、ベース16に取り付けられている硬貨
検知センサ102の検知面がセンサ用孔部101を通じて露出するため、その硬貨検知センサ10
2の検知面を清掃するなどのメンテナンスが可能となる。
【００７１】
　次に、収納繰出ユニット35の装着について説明する。
【００７２】
　収納繰出ユニット35の背面側をベース16の装着部36へ向けて装着していくことにより、
まず、図４に示すように、収納繰出ユニット35の背面側から突出する軸受部64、モータ44
およびコネクタ45などがベース16の挿通開口82に挿入され、その後、収納繰出ユニット35
側の各位置決め突部70がベース16の各位置決め孔部83に差し込まれるとともに、収納繰出
ユニット35側の保持突部72がベース16のキャッチ85に差し込まれ、収納繰出ユニット35の
基準面69がベース16の基準面81に当接する。
【００７３】
　この収納繰出ユニット35の装着状態では、保持突部72とキャッチ85との係合によって、
収納繰出ユニット35の基準面69とベース16の基準面81との接合状態を維持するように、収
納繰出ユニット35をベース16に引き寄せて仮保持する。
【００７４】
　この収納繰出ユニット35の装着動作に伴って、コネクタ45がコネクタ部99に自動的に差
し込み接続される。さらに、収納繰出ユニット35のカバー42とベース16の本体側カバー96
とが嵌合し、収納部41の上面を閉塞する。
【００７５】
　図３に示すように、操作レバー94を固定方向に回動させ、固定部材93を収納繰出ユニッ
ト35の搬送ガイド43の固定溝部61に係合させ、ベース16に収納繰出ユニット35を固定する
。
【００７６】
　鍵106でシリンダ錠105を施錠操作して固定状態にある収納繰出ユニット35を施錠し、鍵
106をシリンダ錠105から外す。
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【００７７】
　また、ベース16の装着部36に収納繰出ユニット35を装着した状態では、コネクタ45とコ
ネクタ部99との接続により、モータ44に給電して回転円盤40を回転させることができる。
【００７８】
　さらに、ベース16の背面に取り付けられた硬貨検知センサ102の検知面が、ベース16の
センサ用孔部101および収納繰出ユニット35の支持体46のセンサ用孔部73を通じて回転円
盤40の背面側に対向し、回転円盤40の回転時に回転円盤40のセンサ用孔部54を通じて収納
部41内の硬貨の有無を検知可能となる。
【００７９】
　このように、回転円盤40およびカバー42を一体に支持体46に支持して収納繰出ユニット
35を構成し、この収納繰出ユニット35をベース16の装着部36に着脱できるため、収納繰出
ユニット35での硬貨詰まりの発生時には、収納繰出ユニット35をベース16から取り外し、
収納繰出ユニット35の上下を逆にするなどして硬貨詰まりを容易に解消できる。また、回
転円盤40の回転不良や変形などの故障時には、故障した収納繰出ユニット35をベース16か
ら取り外し、正常な収納繰出ユニット35に付け替えることができ、容易に交換できる。し
たがって、収納繰出ユニット35をベース16から容易に取り外すことができて、硬貨詰まり
の解除やメンテナンスを容易にできる。
【００８０】
　また、操作レバー94の操作により、固定手段90を介してワンタッチで収納繰出ユニット
35の固定および固定解除を容易にできる。特に、固定手段90は、回転円盤40からの硬貨の
繰出位置である搬送ガイド43の部分をベース16に対して固定するため、回転円盤40側から
搬送部17への硬貨の繰り出しを確実にできる。
【００８１】
　また、ベース16の装着部36に収納繰出ユニット35を装着したとき、固定手段90によって
収納繰出ユニット35が固定されるまで、収納繰出ユニット35を保持手段88で仮保持できる
ため、収納繰出ユニット35の位置ずれや落下を防止でき、装着作業性を向上できる。
【００８２】
　また、ベース16の装着部36の正面の基準面81と収納繰出ユニット35の支持体46の背面の
基準面69とが互いに接合されて、ベース16の正面に垂直な方向の位置を位置決めできると
ともに、収納繰出ユニット35の支持体46から突設された位置決め突部70が、ベース16の装
着部36に設けられた位置決め孔部83に挿入されて、ベース16の正面に平行な方向の位置を
位置決めすることができるため、収納繰出ユニット35が着脱可能でありながら、収納繰出
ユニット35がベース16に装着された状態では、互いの位置が正確に位置決めされ、硬貨の
収納および繰り出しを確実にできる。
【００８３】
　また、収納繰出ユニット35の着脱に伴って、コネクタ45をコネクタ部99に対して自動的
に着脱でき、収納繰出ユニット35の着脱時の作業性を向上できる。
【００８４】
　また、ベース16の装着部36に収納繰出ユニット35を装着した状態では、装着部36側の本
体側カバー96と収納繰出ユニット35側のカバー42とで収納繰出ユニット35の収納部41を閉
塞するため、メンテナンス時などに、収納対象外の硬貨や異物などが収納繰出ユニット35
の収納部41内に侵入するのを防止できる。
【００８５】
　しかも、収納繰出ユニット35のカバー42を透明材料で形成しているため、装着部36側の
本体側カバー96と収納繰出ユニット35側のカバー42とで収納繰出ユニット35の収納部41を
閉塞していても、収納繰出ユニット35の収納部41内の状態を容易に確認できる。
【００８６】
　また、収納繰出ユニット35を取り外すことにより、ベース16に取り付けられている硬貨
検知センサ102の検知面がセンサ用孔部101を通じて露出し、その硬貨検知センサ102の検
知面を清掃するなどのメンテナンスを容易にできる。
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【００８７】
　また、ベース16の装着部36に装着された収納繰出ユニット35を固定状態で施錠手段104
により施錠できるため、収納繰出ユニット35の取り外しを制限できる。
【００８８】
　なお、収納繰出ユニット35には、電気部品としてモータ44を配置したが、収納部41内の
硬貨を検知する硬貨検知センサを配置してもよい。あるいは、モータ44は、収納繰出ユニ
ット35には配置せず、ベース16側に配置し、ベース16に装着された収納繰出ユニット35の
回転円盤40を回転駆動するようにしてもよく、この場合には、収納繰出ユニット35にはコ
ネクタ45を配置しなくてよい。
【００８９】
　また、収納繰出ユニット35に位置決め突部70や保持突部72を設け、ベース16に位置決め
孔部83やキャッチ85を設けたが、逆に設けてもよい。
【００９０】
　また、固定手段90としてはソレノイドなどの電気的駆動手段を用い、操作手段としては
電気的駆動手段を動作させるスイッチで構成してもよい。
【符号の説明】
【００９１】
　11　　硬貨処理装置
　16　　ベース
　17　　搬送部
　35　　収納繰出ユニット
　36　　装着部
　37　　本体ユニット
　40　　回転円盤
　41　　収納部
　42　　カバー
　45　　コネクタ
　46　　支持体
　69　　基準面
　70　　位置決め突部
　81　　基準面
　83　　位置決め孔部
　88　　保持手段
　90　　固定手段
　94　　操作手段としての操作レバー
　96　　本体側カバー
　99　　コネクタ部
　102 　硬貨検知センサ
　104 　施錠手段
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